
書式第 12号 (法第 28条関係)

2018年 度  事 業 報 告 書

2018年 4月 1日 から2019年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

1 事業の成果

当法人の定款第 5条 (事業)に定める下記の各事業を行い、所定の成果をあげることができた。

①  骨髄バンク事業の普及啓発活動及び ドナー登録推進活動として、各地のボランティア団体と共催
講演会やチャリティーコンサー ト、絵画・手紙・写真の展示会等を開催し、企業・団体との連携によ
るスポーツイベント等での社会啓発活動を実施した。また、啓発グッズとしてハローキティポケット
ティッシュ・クリアーファイル、今治のタオルを作成し、バンダナ等とともに全国のボランティア団
体や地方自治体に普及配布した。さらに、会報 「全国協議会ニュース」を毎月発行 (4,500部 )すると
ともに、ホームページやFacebookを全面更新し、タイムリーな情報発信と情報共有を行った。

②  骨髄バンク事業に関する法律が施行されて4年が経過したことから、より良い骨髄バンクと医療
求める要望活動を行なった。2019年 1月 31日 骨髄・さい帯血バンク議員連盟総会で4項 目の提案と要
を行った。厚生労働省をはじめ、骨髄バンク事業主体である公益財団法人日本骨髄バンク及び支
関である日本赤十字社血液事業本部とは定期的に意見交換を行なった。

③  白血病患者・家族などへの闘病支援事業として、「自血病フリーダイヤル」相談は毎週土曜日 (52
回)開設し、282件の相談を受付けた。また、正しい医療知識を広めるために、患者・家族向けの′ヽヽ

ドブック「白血病と言われたら」 (疾患・治療編、闘病支援編の2冊セット)は、2,349セ ットを全国ヤ

普及配布した。
④  白血病患者などへの経済的助成事業を行なつている「佐藤きち子基金」は、問合せ80件・助成

は18件 (2,562,782円 )を行った。高額な分子標的治療薬費用の助成及び男性患者の不妊症対策・精子

保存への助成を行つている「志村大輔基金」は、問合せ86件・助成給付89件 (4,174,778円 )を行っ

た。女性患者の不妊症対策・卵子保存への助成を行っている「こうのとリマリーン基金」は問合せ 1

件、助成給付1件 (163,596円 )を行った。
⑤  ドナー支援事業として、 ドナーサポートダイヤルでの相談活動を行ない22件の相談があった。 ド

―登録希望者・登録者とその家族向けの小冊子 「ドナーになるってどんなこと?」 は、家族編200冊を

配布提供した。全国各地の団体が日常的にドナー登録希望者への説明を行なつている。

⑥  シンポジウム・セミナー開催事業として、2018年 6月 9日 に「2018全国骨髄バンクボランティアの

いin東京」を開催した。この集いでは、『がんになっても、尊厳を持って安心して暮らせる社会を目

して～がん情報を活用しましょう～』と題して専門医師からの医療講演、さらに「病気は克服した

れど～その後に続く長い人生」と題してのシンポジウムを開催し、息者や各分野の方々による報告

発表を行い、正しい医療知識を学ぶ機会とした。また、2018年 11月 から2019年 3月 にかけて、全国7

区でブロックセミナーを開催し、各団体の活動状況について情報交換・共有を行なった。

⑦  調査・研究事業では、医療関係者との意見交換・情報収集のため2019年 3月 7～9日 に開催された第41

日本造血幹細胞移植学会総会 (大阪市)に参加し、当協議会の事業活動紹介及びポスター発表を行っ

た。その他、関係学会等に参加し情報収集を行った。

2 事業の実施に関する事項
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書式第 13号 (法第 28条関係)

2018年 度 活動計算書
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

2018年度 貸借対照表

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

金   額 小計・合計
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E彗 16 28

2018年 度  計算書類の注記

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
普及啓発用グッズについては、最終仕入原価法による原価法によつています。

(2)固 定資産の減価償却の方法
有形固定資産については、定額法による間接法を採用 しています。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

該当しません。 (積み立てしていません。但 し、中小企業退職金共済に加入 しています。 )

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当しません。

(5)消費税等の会計処理

税込経理処理によってお ります。

事業別損益の状況
別紙参照ください。

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
特にありません。

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は32,318,671円 ですが、その うち 27,182,680円 は下記のように使途が特定されています。
従って使途が制約 されていない正味財産は8,245,225円 です。

(単位 :円 )

固定資産の増減内訳

増減はありません。

借入金の増減内訳

借入金はありません。

役員及びその近親者 との取引の内容
特にありません。

，

¨
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´
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７

・

内  容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備  考

佐藤きち子患者支援基金 10,103,039 4,601,323 4,137,775 10,566,587
翌期に使用予定の

患者支援事業の資金

自血病患者支援基金 371,117 9,012,581 7,347,713 2,035,985
翌期に使用予定の

患者支援事業の資金

志村大輔基金 16,761,154 325,572 5,790,324 11,296,402
翌期に使用予定の

患者支援事業の資金

′
４ こうのとリマリーン基金 3,232,759 724,464 673,517 3,283,706

翌期に使用予定の

患者支援事業の資金

△
計 30,468,069 14,663,940 17,949,329 27,182,680



Ｒ

） その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

事業費と管理費の按分方法
―経常費用の按分は、事業費80%と 管理費 20%と して計上している。特定できる費用はそれぞれ事業費、管
理費に計上。
一共通経費 (人件費、家賃、事務費等)は、会計毎 (一般会計・闘病支援基金会計・普及啓発収益事業)の事業
規模を参考に案分

按分比率は   一般会計 37%  普及啓発事業会計 15%  闘病支援基金会計 48%

その他の事業に係 る資産の状況

その他の事業は行っていません。



2018年度 全事業会計決算報告 2018年 4月 1日 ～2019年3月 31日
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7.347.713 4107.775 5,70● 024 671■ 17 17.949.029 10.719.250 4.982.741 10.711.320 41.221.000 ▲ 4400.000 4Q715.フ 91:合計 A+B
1.304.868 400.540 ▲ 5.404.752 50.947 ▲ 0.200.389 31.004 2004 . A3.201.071 ▲ 4111.000 909.929 ▲ 0.254051
371.117 10.100.039 16.761.154 00400.069 6.414070 ▲ 1.302000 15.519.642 41.773.093

27.102000 31.400,642 15.510.642i財産合計 2.035,985 10.566,587 11.200.402 3.280.700 6,490,060 ▲ 1.300109 32.310.571 909,929

■■■ロロ飩回

■■■■■口匝凛囲

1lt工】 ■■

■■■■■国匝□嗣

目

【l

El口 i

コllllll■ ■■:

πEII■ ■■■願温Ⅸ廻

注配1.人件■、送定福利費、通■■、事務■、水道光熱■、地代家賃事の共通経費は、事務負担実饉を出に各会計「―級会計37“

白血猜書金25、 佐離 ち子薔金10“、志村大幅■金1●、こうのとリマリーン基金0■、普及書発偉業会計13」に配分経理している。
注記2.た記の共通経費等は、NPO会 計工旱と全国協議会の実績にこづき「事業■8“、管理■20“」に,

分経理している。
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書式第 18号 (法第 28条関係)

2018年 度年間役員名簿
(前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所

並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載 した名

簿)

牲立上宣利活動法人全国骨 バンク推進連絡 議会

¬ 確認事項 (法第20条及び第 2¬ 条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 け

た期間

(該当者のみ
に記入 )

氏   名

1 睡ヨ・監事
ムラカミ タダオ 2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年  月 日

年 月 日
村 上 忠 雄

2 睡憂]・ 監事

ウチヤマ ケイイ
ロウ

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年  月  日

年 月 日
内 山 景一朗

3 睡憂}監事
ウメダ ショウゾ 2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年  月  日

年 月 日
梅 田 正 造

4 巨ヨ・監事
オノ キヨト 2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

年 月 日小 野 喜代人

5 医ヨ・監事
ワカギ アラタ

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年  月 日

年  月  日若 木  換

6 睡憂卜監事
キタオ リ ケン

ロウ

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

年  月  日北 折 健次郎

7 匡∃・監事

ヤマムラ ショ

イチロウ

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

山 村 詔一郎

8 巨ヨ 監ヽ事
アサノ ユウ

2018年 4月 1日

2019年3月 31日

年 月 日

年 月 日浅 野 祐 子

9 匡ヨ・監事
タナカ シゲカツ 2018`午4月 1日

2019年 3月 31日

年  月  日

年 月 日田 中 重 勝

10 匿憂卜監事

タナカ ユ

チロウ

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

年  月 日

田 中 雄一郎



書式第 18号 (法第 28条関係)

ll 睡憂]・ 監事
ッ ジ エダオ

、
｀
_L
■L 枝 雄

2018`午 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

月年 日

12 理事・匿∃
ョウタ ヒデオ

陽 田 秀 夫

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

月年 日

13 理事・匡∃
イチラククニヒコ

一 榮 邦 彦

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日

年 月 日

年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係)

社1員名 簿 (社員のうち10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

住 所氏 名

北海道骨髄バンク推進協会

理事長 横内龍三

苫小牧骨髄バンク推進会

会長 矢嶋 翼

釧路骨髄バンク推進協会

理事長 川村 詔導

函館骨髄バンク推進協会

理事長 後藤 嘩

青森県骨髄バンク推進協議会

代表 根井力夫

秋田県骨髄提供者を募る会

会長 三浦 亮

骨髄バンクを支援するやまがたの会

会長 小野寺南波子

福島県骨髄バンク推進連絡協議会

会長 岩城汀子

骨髄バンク命のアサガオにいがた

会長 丹後 まみこ

10

群馬県骨髄バンク推進連絡協議会

会長 人木原勇治



氏 名 住 所

11

埼玉骨髄バンク推進連絡会

会長 笠原慶一

12

千葉骨髄バンク推進連絡会

会長 梅田正造

13

骨髄バンクを支援する東京の会

代表 三瓶和義

14

骨髄バンクを支える友の会

代表 渡辺一史

15

神奈川骨髄移植を考える会

会長 村上忠雄

16

山梨県骨髄バンクを推進する会

会長 高遠 勲

17

骨髄バンク長野 ひまわりの会

18

特定非営利活動法人

あいち骨髄バンクを支援する会

理事長 森島泰雄

19

岐阜骨髄献血希望者を募る会

代表 田中重勝

20
富山県骨髄バンクを広める会

代表 品川保弘

21

はとの会 (北陸骨髄バンク推進連絡協議会)

代表 樫見昭夫

22

勇気の会 (二重県骨髄バンク推進連絡会議)

会長 南 信行

23

京都骨髄 ドナーを募る会

会長 加九郁代

24

なら骨髄バンクの会

会長 岡田宗一

25

神戸骨髄献血の和を広げる会

代表 伴 智代

26
姫路地区骨髄バ ンク推進センター

代表 織 田 亮三



氏 名 住 所

27

和歌山血液疾患患者家族の会「ひこばえ」

会長 北山瑛子

28

鳥取県骨髄バンクを支援する会

会長 森 雅幹

29
骨髄バンクを支援する山口の会

会長 猶 絵美

30

とくしま骨髄バンクを支援する会

会長 池田良―

31
骨髄移植を考える患者家族の会「リボンの

代表 宮地里江

32

NPO法 人福岡子どもホスピスプロジェク

理事長 濱田 裕子

33

佐賀県骨髄バンク推進連絡会議

代表 懺持健人

34
みやざき骨髄バンク推進連絡会議

代表 中村福代

35

かごしま骨髄バンク推進連絡会議

代表 向原祥隆

36
沖縄県骨髄バンクを支援する会

代表 上江洲富夫




